
現
代
の
社
会
福
祉
あ
る
い
は
司
法
は
、非
行
や
犯
罪
に
か
か
わ
っ
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
に

ど
れ
ほ
ど
に
高
い
理
念
に
基
づ
い
た
、有
効
な
実
践
を
展
開
し
て
い
る
の
か
│
│

犯
罪
幼
少
年
・
非
行
少
年
へ
の
処
遇
は
、処
罰
と
し
て
行
う
の
か
、教
育
を
も
っ
て
対
す
る
の
か
│
│

と
い
う
き
わ
め
て
今
日
的
な
問
題
に
、一
世
紀
以
上
ま
え
に
特
別
幼
年
監
、感
化
教
育
に
よ
っ
て

取
り
組
ん
だ
先
駆
者
た
ち
の
挑
戦
に
学
ぶ
た
め
の
意
欲
作
！
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「
加
害
性
」を
有
す
る
存
在
と
し
て
の
子
ど
も
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
、理
解
す
る
か
と
い
う
問
い

に
対
し
て
、社
会
福
祉
関
係
者
の
あ
い
だ
で
す
ら
必
ず
し
も
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う

現
実
が
あ
る
。同
時
に
、こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
多
く
が
被
虐
待
経
験
を
有
す
る
こ
と
が
近
年
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
被
害
性
と
加
害
性
を
同
時
に
抱
え
る
子
ど
も
、あ
る
い
は
肉
親
の
犯
罪
ゆ
え
に
監
獄
に
収
容
さ

れ
る
乳
幼
児（「
携
帯
乳
児
」と
呼
ば
れ
、現
在
も
ま
だ
そ
の
呼
称
と
と
も
に
現
実
に
存
在
す
る
）に
対
し
て
、ど
う

理
解
し
、処
遇
す
る
の
か
│
│
こ
の
現
在
で
す
ら
い
ま
だ
答
え
の
な
い
難
題
に
果
敢
に
挑
戦
し
、そ
の
解

決
に
挑
ん
だ
の
は
明
治
期
の
監
獄
関
係
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

本
書
は
、そ
の
監
獄
の
あ
り
方
を
問
い
、少
年
犯
罪
者
の
処
遇
や
い
わ
ゆ
る「
不
良
」少
年
へ
の
感
化

教
育
、そ
し
て
監
獄
に
生
ま
れ
育
つ
子
ど
も
の
問
題
に
つ
い
て
取
り
組
ん
だ
先
駆
者
た
ち
の
言
説
と
実

践
を
監
獄
関
係
の
雑
誌
・
帝
国
議
会
議
事
録
の
ほ
か
多
数
の
資
料
を
駆
使
し
て
、歴
史
的
に
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
意
欲
作
で
あ
る
。

た
ん
に
歴
史
的
な
議
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、犯
罪
や
暴
力
に
直
接
間
接
に
か
か
わ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の

現
代
的
な
支
援
に
関
す
る
議
論
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の
一
つ
の
基
点
に
な
る
業
績
で
あ
る
。
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監
獄
の
な
か
の

児
童
福
祉
史
と
し
て
の

特
別
幼
年
監
、感
化
教
育
、そ
し
て「
携
帯
乳
児
」

著
＝

倉
持
史
朗

「子ども」を通じて
近代日本の監獄のあり方を
問う研究

子
ど
も
た
ち

推薦の
ことば

木原活信（同志社大学教授）



注文カード
帖合・貴店名

注文数

〈八木書店経由〉

お名前

お電話番号

注文　　　年　　　月　　　日

冊

発
行
＝
六
花
出
版

著
＝
倉
持
史
朗

◉
弊
社
は
注
文
制
で
す
。
お
近
く
の
書
店
へ
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

　お
急
ぎ
の
場
合
は
小
社
に
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
0
3（
3
2
9
3
）8
7
8
7

　F
a
x 

0
3（
3
2
9
3
）8
7
8
8

　電
子
メ
ー
ルin

fo
@

rikka
-p

re
ss.jp

I
S
B
N
9
7
8
-
4
-
8
6
6
1
7
-
0
2
2
-
0

定
価
◉
本
体
四
、二
〇
〇
円
＋
税

監
獄
の
な
か
の
子
ど
も
た
ち

│
│
児
童
福
祉
史
と
し
て
の
特
別
幼
年
監
、

　
　感
化
教
育
、そ
し
て「
携
帯
乳
児
」

序
章│ 

1 

非
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問
題
行
動
を
伴
う
児
童
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の
視
点
│「
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害
経
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」と「
加
害
性
」

2 

明
治
期
に
お
け
る
監
獄
の
な
か
の
児
童
問
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3 

本
書
の
研
究
目
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と
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4 

先
行
研
究
の
整
理
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本
研
究
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意
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第
一
章│ 『
大
日
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監
獄
協
会
雑
誌
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監
獄
改
良
運
動

は
じ
め
に

1 
大
日
本
監
獄
協
会
の
設
立
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大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
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監
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雑
誌
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を
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っ
て

3 
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大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
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の
監
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改
良
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り
に

第
二
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監
獄
雑
誌
』上
に
お
け
る
感
化
教
育
論

は
じ
め
に

1 

警
察
監
獄
学
会
と『
監
獄
雑
誌
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発
刊

2 

感
化
教
育
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事
業
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及
び
未
成
年
犯
罪
者
に
関
す
る
言
及

3 
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助
・
山
本
徳
尚
・
小
河
滋
次
郎
の
感
化
教
育
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事
業
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の
言
及

4 

ま
と
め
に
か
え
て
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監
獄
改
良
の
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の
感
化
教
育
論

第
三
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帝
国
議
会
に
お
け
る
監
獄
費
国
庫
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題

は
じ
め
に
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監
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費
地
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弁
の
経
緯
と
国
庫
支
弁
の
論
理
│
太
政
官
布
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四
八
号
と
第
二
議
会

2 

監
獄
費
国
庫
支
弁
法
案
審
議
の
行
方
│
第
三
議
会
か
ら
第
一
〇
議
会
ま
で

3 

監
獄
費
国
庫
支
弁
法
案
の
成
立
│
第
一
二
議
会
か
ら
第
一
四
議
会

お
わ
り
に

第
四
章│ 

感
化
法
制
定
と
犯
罪
予
防
の
論
理

は
じ
め
に

1 

犯
罪
児
童
を
め
ぐ
る
状
況
│
感
化
教
育
以
前
、懲
治
監（
場
）

2 

懲
治
場
へ
の
批
判

3 

予
防
と
い
う
概
念
│「
病
」へ
の
積
極
的
対
応

4 

制
度
化
の
実
現
│
感
化
法
の
制
定
と
実
施
状
況

5 

ま
と
め
に
か
え
て

第
五
章│ 

小
河
滋
次
郎
の
感
化
教
育
論
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感
化
法
制
定
後
の
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化
教
育
論
を
中
心
と
し
て

は
じ
め
に

1 

監
獄
学
者
・
監
獄
官
僚
と
し
て
の
小
河
滋
次
郎

2 

二
度
目
の
欧
米
視
察
（
一
九
〇
〇
年
四
月
│
一
二
月
）

3 

「
未
成
年
者
ニ
対
ス
ル
刑
事
制
度
ノ
改
良
ニ
就
テ
」│
明
治
期
の
感
化
教
育
論
の
到
達
点

お
わ
り
に

第
六
章│ 

監
獄
に
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る
子
ど
も
た
ち
│
特
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幼
年
監（
懲
治
場
）に
お
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る「
感
化
教
育
」

は
じ
め
に

1 

懲
治
制
度
と
特
別
幼
年
監
の
設
置

2 

特
別
幼
年
監
（
懲
治
場
）
の
実
践
│
洲
本
・
中
村
・
横
浜

3 

特
別
幼
年
監
に
お
け
る
感
化
（
懲
治
場
）
教
育
の
終
焉
│
実
績
と
反
動

4 

ま
と
め
に
か
え
て

第
七
章│ 

監
獄
に
住
ま
う
乳
幼
児
た
ち
│
近
代
日
本
に
お
け
る「
携
帯
乳
児
」の
実
態

は
じ
め
に

1 

携
帯
乳
児
を
め
ぐ
る
法
令
と
そ
の
変
遷

2 
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帯
乳
児
の
実
態

3 

携
帯
乳
児
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問
題
点

4 

ま
と
め
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え
て

終
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1 
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整
理
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本
研
究
の
成
果
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